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１．経営理念、価値観、2022年環境・安全経営方針 

経 営 理 念 

 

泡の力で「地球の夢」もっとふくらむ。 

私たちは、発泡剤と発泡技術の提供を通して、 

より快適で地球にやさしい生活環境を創造し、 

持続可能な社会の発展に貢献します。 

2022年 環境･安全経営方針 
 

当社は、安全を事業活動の基本とし、また環境保護に役立つ製品ならびに技術の提供を 

通して持続可能な社会発展に貢献するとの理念に基づき、環境・安全経営方針を以下の 

通り定める。 

１．全従業員の意識向上と職場環境の整備により無事故・無災害を継続する。 

２．製品の全ライフサイクルにおける安全の確保および環境負荷低減を徹底する。 

３．省資源・省エネルギー活動を推進し、ＧＨＧ排出量ならびに産業廃棄物排出量の 

継続的削減を実現する。 

４．発泡剤の適用範囲を拡大し、社会の環境負荷低減に一層の貢献を果たす。 

５．企業倫理を含めた社会的ルールを遵守し、働きやすい職場作りに努める。 

６．最新技術・情報を活用し環境安全システムの継続的改善を図る。 

                      

                    2022年 3月 1日 

代表取締役社長  陳内 邦昭 

価値観 
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２．環境貢献製品 

 
化学発泡剤は環境負荷の低減に役立っています。 
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３．会社概要 

 
企業名および代表者 ：永和化成工業株式会社  

代表取締役社長 陳内邦昭 

 

所在地 

本社・管理部・経営企画部 

関西営業所・貿易グループ 

    

京都府京都市中京区烏丸通三条下る饅頭屋町 595 番地の 3 

大同生命京都ビル 3 階 

TEL：075(256)5131（代） 

衣浦工場（事業所） 愛知県半田市日東町 1 番の 8 

TEL：0569(22)6411（代） 

宇治田原工場（事業所） 京都府綴喜郡宇治田原町大字立川小字金井谷 19 番地 18 

宇治田原工業団地 6 号地 

TEL：0774(88)4535（代） 

東京営業所 東京都千代田区岩本町 2 丁目 4 番 3 号太陽生命神田ビル 4 階 

TEL：03(3866)9251（代） 

名古屋営業所 名古屋市西区名駅 2 丁目 27 番地 8 号名古屋ﾌﾟﾗｲﾑｾﾝﾄﾗﾙﾀﾜｰ 18 階 

TEL：052(582)1781（代） 

 

環境管理責任者/担当者   

責任者： 環境安全品質保証部（衣浦事業所内） 

 部長 山本 正行 

 

事業活動の内容  

化学発泡剤の製造、販売 

（化学発泡剤：ゴム、プラスチック用発泡剤、発泡助剤並びに発泡性コンパウンド） 

 

事業規模 

  資本金： 4 億 2,000 万円 

売上げ： 46 億 8,308 万円（2021 年 4 月 1 日～2022 年 3 月 31 日） 

従業員数：134 名（国内、2023 年 3 月 31 日現在） 

事業所 本社 衣浦事業所 
宇治田原 

事業所 

東京 

営業所 

名古屋 

営業所 

部門／部署 

管理部 

経営企画部 

関西営業所 

貿易グループ 

衣浦工場 

環境安全品質保証部 

研究開発部 

 

宇治田原工場 
東京 

営業所 

名古屋 

営業所 

従業員数 19 人 77 人 30 人 3 人 5人 

 

事業年度：2022 年 4 月~2023 年 3 月 （活動報告期間） 
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４．認証登録の対象範囲 
 

(1) 事業所  

対象事業所 ：永和化成工業株式会社 

 衣浦事業所（研究開発部、環境安全品質保証部を含む）、 

宇治田原事業所 

                   

  対象外   ：本社（管理部、経営企画部）、営業部（東京営業所、名古屋営業所、 

関西営業所、貿易グループ） 

（2024 年までに本社、営業部を対象に加える予定） 

 

(2) 環境経営レポートの対象期間 

   ①当期の活動期間：2022 年 4 月 1 日～2023 年 3 月 31 日 

 ②次期の活動期間：2023 年 4 月 1 日～2024 年 3 月 31 日 

  次期の環境経営レポートの作成：2024 年 4 月予定         

   

 

 

組織と対象範囲   

 

 

 

 

 

現在の対象 2024年までに拡大予定 

代表取締役社長
衣浦工場

製造第1グループ

製造第2グループ

業務グループ

品質管理グループ

工務グループ

宇治田原工場

製造グループ

業務グループ

品質管理グループ

技術グループ

環境安全品質保証部
品質保証グループ

環境安全管理室

研究開発部

研究グループ

開発グループ

営業部

東京営業所

名古屋営業所

関西営業所

貿易グループ

管理部

総務グループ

経理グループ

購買グループ経営企画部
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５．実施体制図及び役割・責任・権限  

 
組織 役割・責任・権限 

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任  

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間を準備  

・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知 

・代表者による全体の評価と見直しを実施 

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理  

・環境活動の取組結果や遵守評価の確認と代表者への報告 

環境安全品質保証部 ・環境に対する活動の取りまとめ  

・環境活動の実績集計・報告 

・環境管理責任者の補佐及び環境推進委員会の事務局  

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口 

・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付） 

衣浦工場 

宇治田原工場 

研究開発部 

・自部門における環境経営システムの実施  

・環境経営システム具体案の計画 

・自部門における環境方針の周知  

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施 

全従業員 ・環境方針の理解と環境経営への取り組み。重要性の自覚と実行及び参画  

・環境活動を自主的・積極的に実践 

エコアクション２１の取組全体図 代表者

代表取締役社長

環境管理責任者

環境安全品質保証部長

環境安全品質保証部

衣浦工場

衣浦工場長

製造第1グループ

製造第2グループ

業務グループ

品質管理グループ

（公害関連管理）

工務グループ

（エネルギー管理）

宇治田原工場

宇治田原工場長

製造グループ

業務グループ

品質管理グループ

（公害関連管理）

研究開発部

研究開発部長

研究グループ

開発グループ

技術グループ
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６．環境経営目標 

 
2018 年度実績                      

衣浦事業所 単位 合計 月平均 原単位 

CO2 排出量 ｔ 3,082 257 0.6448 

水(工水）使用量 ｍ３ 519,073 43,256 108.6 

水(上水）使用量 ｍ３ 3,873 323 0.8 

廃棄物排出量 ｔ 1,004 84 0.2101 

化学物質使用 件 2 2 － 

不適合製品の削減 件 48 4 － 

 

宇治田原事業所 単位 合計 月平均 原単位 

CO2 排出量 ｔ 404 34 0.1992 

水(上水)使用量 ｍ３ 10,195 850 5.028 

廃棄物排出量 ｔ 97 8 0.0480 

不適合製品の削減 件 30 2.5 － 

 
目標値は 2018 年度実績に対し、活動期間中に 3.0%削減を目指す。 

 

目標値 (年間)  

衣浦事業所 目標 

CO2 排出量 0.6255 

水(工水）使用量 105.3 

水(上水）使用量 0.786  

廃棄物排出量 0.2038 

化学物質使用 維持 

不適合製品の削減 23 件 

 
CO2排出量、水使用量、廃棄物量は原単位で管理。 

化学物質（PRTR 法該当）使用及び不適合製品は件数で管理。

宇治田原事業所 目標 

CO2 排出量 0.1933 

水(上水)使用量 4.877 

廃棄物排出量 0.0466 

不適合製品の削減 12 件 

CO2 調整後排出係数 

衣浦事業所  

中部電力：0.472（2018 年） 

CO2 調整後排出係数 

宇治田原事業所  

エネット：0.441（2018 年） 
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７．環境経営計画 
                   

 
基準は 2018 年度実績とし、月平均の 3%を改善目標値として評価した。 

 

 
今後 3 年間の目標として上記計画を設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

環境経営計画

項目

CO2の総排出量（t-CO2） 衣浦工場

宇治田原工場

電力使用量(千kWh) 衣浦工場

宇治田原工場

ガソリン使用量(kL) 衣浦工場

都市ガス使用量(千Nm3) 衣浦工場

LPG使用量(千Nm3) 宇治田原工場

上水道使用量(m3) 衣浦工場

宇治田原工場

工業用水使用量(千m3) 衣浦工場

産業廃棄物総排出量(ｔ) 衣浦工場

宇治田原工場

化学物質使用量 衣浦工場

不適合製品の削減 衣浦工場

宇治田原工場

・節水に心掛け工業用水使用量の維持を図る。

・廃棄物の分別を行い掲示する。

・産業廃棄物の3Rを推進する。

・維持管理（管理の定期的確認実施）

・ヒューマンエラーの防止・設備点検・使用原料確認

・長期在庫の確認と処理計画

・維持管理

・節水に心掛け水使用量の維持を図る。

2022年4月～2023月3月　目標3%削減

・CO2総排出量の削減(t-CO2）

・不要照明の消灯、掲示・設備の空運転防止

・アイドリングストップや急加速の抑制を行いエコドライブに心掛ける。

・焼却用の一般廃棄物をなるべく少なくし、焼却回数を減らす。

環境経営計画(2022年～）

項目

2022年

目標3%削減

2023年

目標4％削減

2024年

目標5%削減

CO2の総排出量（t-CO2） 衣浦工場

宇治田原工場

電力使用量(千kWh) 衣浦工場

宇治田原工場

ガソリン使用量(kL) 衣浦工場

都市ガス使用量(千Nm3) 衣浦工場

LPG使用量(千Nm3) 宇治田原工場

上水道使用量(m3) 衣浦工場

宇治田原工場

工業用水使用量(千m3) 衣浦工場

産業廃棄物総排出量(ｔ) 衣浦工場

宇治田原工場

化学物質使用量 衣浦工場

不適合製品の削減 衣浦工場 ・ヒューマンエラーの防止・設備点検・使用原料確認

宇治田原工場 ・長期在庫の確認と処理計画

・CO2総排出量の削減(t-CO2）

・アイドリングストップ,電気リフトへの更新

・焼却用焼却回数を減らす。・ボイラーの最適使用

・維持管理

・節水に心掛け上水使用量の維持を図る。

・節水に心掛け工業用水使用量の維持を図る。

・リサイクルできるように管理する。

・産業廃棄物の3Rを推進する。

・維持管理（管理の定期的確認実施）新規については、確認を進める。

・設備稼働率の向上　　・エアコン、LED照明、水銀灯の更新

・工程ロスの削減・工程変更等の検討
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８．環境経営計画の達成状況 
 

実態と評価（○：目標達成 ×：目標未達成） 

① 2022 年 4 月～2023 年 3 月の累積での評価 

衣浦事業所 目標値 4～3 月 判定 

CO2 排出量 0.6255 0.5586 ○ 

水(工水）使用量 105.3 106.9  × 

水(上水）使用量 0.7860 0.672  〇 

廃棄物排出量 0.2038 0.2056 × 

化学物質使用 維持 2 件（維持） ○ 

不適合製品の削減 23 件 68 件 × 

・ CO2排出量、上水使用量、化学物質使用については、目標達成。蒸気使用の効率化

により、都市ガス使用量を大幅に削減できた。 

・ 廃棄物排出量については、アルカリ汚泥、プラスチック等の量は削減出来ているも

のの、昨年同様生産の減少により原単位が悪化した。 

・ 工業用水については、明治用水頭首工復旧工事に伴う取水制限が徐々になくなり、

使用量を戻したため削減には至らず原単位が悪化となった。 

・ 不適合製品の削減については、予定数量と出荷数量に乖離が生じたため、品質保証

期間切れによる不適合製品が発生し、目標未達となった。 

・ 今後の対策として、廃棄物排出量は廃プラリサイクル業者の起用を検討する。 

・ 不適合製品の削減については、製販で情報共有を強化し、販売見通しの精度を上げ

ること、在庫管理を徹底することで対応する。 

 

宇治田原事業所 目標値 4～3 月 判定 

CO2 排出量 0.1933 0.2578 × 

水使用量 4.8772 5.0626 × 

廃棄物排出量 0.0466 0.0158 〇 

不適合製品の削減 12 件 21 件 × 

・ 廃棄物排出量についてのみ目標達成。 

・ CO2排出量については、目標未達となった。職場環境の改善を目的として設備投資

を行ったことにより夏場の電力使用量が増加傾向となった。また昨年同様の生産量

となったことにより原単位が悪化した。 

・ 水使用量においては、生産時の水使用量管理が不十分であったため悪化した。 

・ 不適合製品の削減も衣浦事業所同様に目標未達となった。 

・ 今後の CO2排出量削減対策として、自然エネルギーによる電力供給を視野に検討を

進める。 

 

・ CO2 総排出量は、衣浦事業所で 2,567t、宇治田原事業所で 498t、計 3,065t であっ

た。 

CO2 調整後排出係数 

衣浦事業所  

中部電力ミライズ：0.379（2022 年） 

 

 

CO2 調整後排出係数 

宇治田原事業所  

目標値設定時 エネット：0.441（2018 年） 

実績値計算時 エネサーブ：0.636 

（2022 年 10 月末まで） 

関西電力：0.318 

（2022 年 11 月から) 
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９．環境関連法規等一覧及び遵守評価結果  
○：遵守確認 -：不要 △：是正対応 ×：未遵守(指摘、違反) 

 
環境関連法規に対する遵守状況は、確認・調査したところ、違反はなく、全て適合していた。

又、関係当局より、違反等の指摘は無かった。 

適用される法規制 適用施設、適用製品、要報告事項等 衣浦工場 宇治田原工場

一般高圧ガス保安規則 高圧ガス製造設備保守管理 ○ -

廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃掃法） 一般廃棄物（剪定枝、枯葉類）

産業廃棄物（金属・廃プラ・廃ガラス・廃油・

廃アルカリ・汚泥・廃酸)

特別管理産業廃棄物（廃油(引火性)、廃酸(強

酸)、廃アルカリ(強アルカリ)）

○ 〇

小型家電リサイクル法 小型家電排出事業者の責務 ○ ○

家電リサイクル法 家電排出事業者の責務 ○ ○

自動車リサイクル法 自動車廃止時の事業者責務 ○ -

工場立地法 特定工場 ○ ○

フロン排出抑制法 業務用エアコン

業務用保冷庫等簡易点検

冷凍機

○ ○

騒音規制法・振動規制法 特定施設使用、種類ごとの数量　届出等　 ○ ○

労働基準法 ３６協定の報告　就業規則　等 〇 〇

労働安全衛生法 健康診断（特殊健康診断）、ストレスチェッ

ク、労働災害の報告

作業環境管理、健康管理、作業管理

危険物質及び有害物質のリスクアセスメント

○ 〇

化学物質排出把握管理促進法

（化管法、ＰＲＴＲ法）

指定化学物質等年間消費量報告

SDSの提供
○ -

県民の生活環境の保全等に関する条例 特定化学物質の取扱量報告 ○ -

電気事業法
定期点検、巡視点検

電気管理保安員契約
○ ○

消防法

危険物保管の指定数量以上の届出、許可

消防計画の報告

貯蔵所や取扱所の基準の順守、点検等

市への報告、届出等

○ ○

浄化槽法 浄化槽設置の法定点検等。※衣浦　保守点検 ○ ○

浄化槽工事の技術上の基準及び浄化槽の設置の届

出に関する省令

浄化槽の設置、保守点検、清掃の規制順守

浄化槽法定検査受験（年１回）
- ○

水質汚濁防止法 有害物質の混合施設・除害施設

特定排水量の報告
○ -

特定工場における公害防止組織の整備に関する法

律

有害物質の発生施設(ダイオキシン類）
○ -

毒物及び劇物取締法
製造部門、品質管理部門

盗難防止措置・誤飲防止措置
○ -

土壌汚染防止法 有害物質の漏洩、埋蔵を防止 ○ ○

悪臭防止法 境界面の環境確認 ○ ○

水銀汚染防止法 水銀の流失防止 ○ ○

改正省エネ法 中長期対策計画書の報告・定期報告 ○ ○

地球温暖化対策の推進に関する法令

温室効果ガスの排出抑制に努め国及び、地方公

共団体の施策に協力

事業活動に伴う温室効果ガス算出排出量を所管

大臣に報告

○ ○

ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に

関する特別措置法

ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な保管、処理
○ -

環境保全協定 公害防止管理に関する協定の届出 - ○

環境保全計画書 公害防止管理に関する協定の届出 ○ -



- 11 - 

 

１０．代表者による全体評価と見直し 
 

 

当該期間（2022 年 4 月～2023 年 3 月）は引き続くコロナ禍の影響に加え、ロシアに

よるウクライナ侵攻によって世界経済が混乱をきたす中、当社の生産活動も原材料やエ

ネルギー価格の高騰という形で深刻な影響を受けることとなりました。主要市場である

自動車産業においても半導体不足を要因とする減産が想定されたようには回復せず、

製・販両面で厳しい事業運営を強いられた 1 年となりました。 

このような不安定な事業環境下にあって、環境負荷低減に向けた活動も難しい対応を

迫られることとなり、稼働率の低下などを背景に複数の項目で目標を達成することがで

きませんでした。目標未達となった項目に関してはその要因を解析し、改善に向け引き

続き取り組みを進めて参ります。一方関連法規に関してはこれまでと同様、適切に管理・

運用されていることが確認されました。 

2024 年度までに本活動の対象範囲を全社に拡大する計画としており、生産活動のみ

ならずあらゆる視点で環境負荷低減への取り組みを進めます。CO2排出量削減について

は地道な省エネルギー活動に加え、再生可能エネルギーへの部分的移行も具体化する計

画です。 

新規発泡剤の開発により新規用途での採用事例も増加しつつあり、幅広い分野で省資

源・省エネルギーに資する化学発泡剤の提供を通して、一層の社会的貢献を果たして参

ります。 

 

2023 年 4 月 11 日 

 代表取締役社長 陳内 邦昭 


